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センタ一利用負担金請求処理ならびに

システム運用統計処理について

情 報 処 理センタ一山口正道・野崎剛一

1. はじめに

本センターでは，昭和 55年 1月より FACOMM-180IIADコンビュータシステムの運用を

行っている。運用開始以来，現在までにシステム利用状況の統計処理やセンタ一利用状況の統計

処理で得られた情報は，システム資源の利用状況把握やセンターシステム運用のために役立たせ

ている。

こ乙では， システム利用負担金処理ならびにシステム運用統計処理の概要を述べることにする。

2. システム統計情報

計算機システムの運転ならびにセンター運用を効果的に行うには，種々の運転記録，運用記録

を収集し，乙れらの収集された情報を活用しなければならない。そ乙で本センターでは，センター

のオペレーティング・システム (FACOM OS IV/F4)配下のセンタールーチンによづて

収集されたシステム統計情報を基礎データにして，各種の統計処理を行っている。負担金請求処

理の主な入力データはAC 1 N (A Count 1 N(ormation)データと呼ばれ. OSIV /F 4配下

のセンタールーチンが，ジ aプおよびジョブステップ単位の処理記録を自動的に収集したもので

ある。乙のデータはジョブが投入され，そして出力が完了する迄の聞に. NL P (日本語情報)

出力に関する課金情報や，入力時，開始時，ジョフ'ステップ時の情報，実行終了時，出力後の情

報，あるいは XYプロット iζ関する情報. TS Sセッションの課金情報として出力されている。

ACINデータは障害等によるデータ破壊から守るため，毎朝データを磁気テープiζ退避し，か

っ別のデータセットへ蓄積を行っている。またデータセット料金のデータである累積データセッ

ト量は，センタールーチン用管理テーフツレへ課題番号単位lζ毎朝蓄積している。そのほかジ aブ

料金をキャンセルするキャンセルデータ，消耗品データ. R ] E端局である PFUllOOシス

テムの利用料金データや，前月にジョプが出力されなかったために残ったACINデータがある。こ

れらのデータを築に各種統計情報を得るための処理の流れを図①~図⑥iζ示す。
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① システム統計情報累積

負担金請求，統計処理フロー

② 月別料金ファイル作成
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④ 利用通知書作成 a ネIJ用料金通知表作成

3ヶ月料金ファイル

-118 



技術資料

3. 負担金請求処理方法について

処理フローでわかる様に，負担金請求処理は，複雑であり制御文もかなりの枚数になるので，

乙れをひとまとめにしたカタログドプロシジャを作り，パッチ処理の際のミスを少くする様にし

て作業を行っている。センターシステムはジョブの多重処理を行うため，処理されたジョプある

いはジョブステップ毎に出力されたシステム統計情報には，データの順序lζ 何の規則性がないの

で乙のままでは 1ヶ月間蓄積された約4万レコードのACINデータを処理するプログラムが非

常に複雑になる。乙の綾なデータを課頑番号JI民 ジョプ番号順，入力日付順等の規則に従って並

ぺ直し，又同様にして並べ直した未処理ACINデータは，データセット料金データと併合する。

併合されたデータはジョプ単位の情報に編成される。出力されていないジョブに関する ACIN

データは，未処理データとして翌月に持ち越して処理しなければならないが，処理を簡単にする

ために強制出力によって持ち越さない様にしている。課題番号順にも並んだジョブ単位のデータ

には， ラインプリンターの出力枚数， XYプロッタ出力紙長等が記録されているので， これを基

lζ利用負担金算定方式に従いジョブ料金を計算し，課題番号単位の利用料金情報に編成して出力

している。その際にはセンタールーチンが出力したジョブ料金記録と照合し手落ちがない様にし

ている。この情報は合計料金項目とその内訳である基本負担金，演算負担金，入出力料金項目等

に分けて，負担金構成がわかる様にしている o 前l乙も書いたセンタールーチン用管理テープルに

は累積負担金があり，課題単位の予算チェックやセ. .I-{レータ情報， TS Sログオフ時の課金メッ

セージ等lζ利用されているが，乙の累積負担金はジョブ料金の累積だけがセンタールーチンによ

りジョブ処理時に自動的に行われている。そこで，月末 lζセンタールチン用管理テーフ'ルの累積

負担金格納領域にデータセット料金や消耗品料金， PFUII00の利用料金加算，それにキャ

ンセル料金の減算処理を行って利用料金通知表と一致する様に調整している。乙の様にして 1ヶ

月単位で作成される記録は磁気テープに保存し， 3ヶ月毎に作成する負但金請求書の入力情報に

なるが，乙の通知表は各課題番号iζ 関する情報，たとえば氏名，支払責任番号，職名，予算コー

ド等から構成される諜題登録:マスターと大学名，学部名が登録されたデータセットを参照して出

力している。従来行っていたカタカナ処理は今年の4月に導入された日本語ラインプリンター装

置，漢字入力装置， そのソフトウエアである日本語情報システム (JE F) により漢字出力に変

更し，わかりやすくした。そのほか月別料金情報は課題登録者の利用状況を支払責任者へ通知す

る通知書作成にも使用している。

4 統計処理について

システム運用を改良したりジョブの特性を考慮したシステム運用を行うための情報の一つに，

ジョブの投入から出力までの間，いろいろな時点におけるシステム資源の利用状況に関する情報

がACINデータとして出力されている。統計処理は負担金請求処殉の際に中間情報として出力

されるジョブ単位の情報を主主にして， F I Bジョブ件数， ローカルパッチジョブ件数等の処理形
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式別統計や，ジョブクラス別件数 I T S S接続回数，ターンアラウンドタイムの推移，課題登録

マスターも利用した学部別利用状況や職名別利用状況の収集がそれである。また最近弁及の著し

いマイコン利用による TSS利用状況も入力端末名を調べるプロクラムで収集している。そのほ

かジョブのCPU使用時間を知る ζ とにより CPU使用効率を把握している。

5. おわりに

とのセンタ一利用負担金請求処理用のプログラムの一部は，九州大学大型計算機センター業務

掛において作成されたものを提供いただき使用させてもらっている。なお，本センターでは，今

後，乙れらのシステム統計情報ならびに利問者の要望等をセンターシステム運用改善のために役

立たせるつもりである。
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